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１
月
５
日
（
月
）、
指
宿
シ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
て
令
和
８
年
の

新
春
を
祝
い
、
年
始
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
当
所
役
員
・
議
員
や

打
越
市
長
を
は
じ
め
と
し
た
各
団

体
関
係
者
等
約
１
０
０
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

大
山
会
頭
よ
り
年
頭
の
挨
拶
が

あ
り
、「
11
月
の
役
員
改
選
で
新

会
頭
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
今
年
も
、
２
月

に
開
催
す
る
『
い
ぶ
す
き
グ
ル
メ

祭
り
』
を
は
じ
め
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
や
事
業
等
に
お
い
て
皆
様
方

と
力
を
合
わ
せ
て
指
宿
を
盛
り
上

12
月
24
日
（
水
）、
指
宿
駅
前

足
湯
広
場
に
て
、
指
宿
駅
前
み
ん

な
の
広
場
（
旧
駅
前
通
り
会
）
が

主
管
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
恒
例
イ

ベ
ン
ト
「
第
19
回
イ
ブ
の
夜
に
ス

キ
焼
き
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
中
雨
が
降
り
、

一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
雨
が

止
ん
だ
後
は
、
多
く
の
地
域
住
民

が
集
ま
り
ま
し
た
。

子
供
達
へ
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
配
布

が
あ
っ
た
他
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

夕
方
に
は
、
限
定
２
５
０
食
の

指
宿
牛
を
使
用
し
た
す
き
焼
き
の

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
打
越
市
長
、
三
反
園
衆

議
院
議
員
、
小
園
県
議
会
議
員
か

ら
、
当
所
へ
激
励
の
言
葉
を
交
え

な
が
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
西
森
市
議
会
議
長
の

乾
杯
の
発
声
に
よ
り
祝
宴
が
始
ま

り
、
参
加
者
は
新
年
の
あ
い
さ
つ

や
名
刺
交
換
を
行
い
、
親
睦
を
深

め
て
お
り
ま
し
た
。

最
後
に
土
岩
副
会
頭
の
万
歳
三

唱
で
会
を
締
め
く
く
り
、
新
年
ら

し
く
盛
り
上
が
っ
た
宴
会
と
な
り

ま
し
た
。

販
売
が
行
わ
れ
、
販
売
開
始
前
か

ら
す
き
焼
き
を
買
い
求
め
る
お
客

様
の
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

す
き
焼
き
の
購
入
者
に
は
協
賛

企
業
か
ら
提
供
さ
れ
た
豪
華
景
品

が
当
た
る
福
引
抽
選
券
が
配
布
さ

れ
、
す
き
焼
き
と
抽
選
会
の
ダ
ブ

ル
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
来

場
者
の
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

な
お
、
当
イ
ベ
ン
ト
に
協
賛
い

た
だ
い
た
事
業
所
は
左
記
の
通
り

で
す
。

協
賛
企
業
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

・
指
宿
海
上
ホ
テ
ル

・
指
宿
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

・
い
ぶ
す
き
秀
水
園

・
指
宿
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル

・
指
宿
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

・
指
宿
白
水
館

・
夫
婦
露
天
風
呂
の
宿
吟
松

・
指
宿
酒
造

・
大
山
甚
七
商
店

・
吉
永
酒
造

・
中
園
久
太
郎
商
店

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
指
宿
渡
瀬
通
り
店

・
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ

・
麺
屋
二
郎

・
丸
幸
水
産

・
寶
福

・
指
宿
駅
前
み
ん
な
の
広
場

各
店

・
指
宿
中
央
名
店
街�

各
店

・
渡
瀬
通
り
会�

各
店

・
摺
ヶ
浜
通
り
会�

各
店

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大山会頭より年頭の挨拶がなされた

大好評のすき焼き販売

サンタさんによるプレゼント配布や福引抽選会が行われた

新年の挨拶や歓談でにぎわう様子が伺えた

地
域
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
（
イ
ベ
ン
ト
促
進
部
会
）

　
　
　
　
第
19
回
イ
ブ
の
夜
に
ス
キ
焼
き
を
開
催

年
始
会
を
開
催

年
始
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　

～
令
和
８
年
の
新
春
を
祝
う
～
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大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、

摺
ヶ
浜
通
り
会
を
主
管
と
す
る
大

晦
日
年
越
し
イ
ベ
ン
ト
「
若
宮
神

社
で
年
越
し
初
詣
」
が
若
宮
神
社

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
竹
灯
籠
や
焚
火
を
設

置
し
、参
拝
者
を
出
迎
え
、地
域
住

民
を
中
心
に
年
越
し
前
か
ら
多
く

の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

焼
酎
の
ふ
る
ま
い
や
大
好
評
の

先
着
１
３
０
名
限
定
の
お
み
く

じ
福
引
が
行
わ
れ
、
豪
華
景
品
を

狙
っ
て
列
に
並
ぶ
来
場
者
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
年
が
明
け

る
と
来
場
者
は
新
年
を
祝
い
初
詣

に
参
拝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
新
春
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ

れ
ま
し
た
。今
回
は
筆
で
大
き
く

「
楽
」と
書
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

会
場
を
盛
り
上
げ
、
初
笑
い
の
声

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
（
日
）に
、第
43
回
い

ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
全
国
各
地
か
ら
約

１
万
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
池
田
湖
を
中
心
に
指
宿

を
一
周
す
る
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
や
池

田
湖
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
フ
ァ
ン
ラ

ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
地
元

の
人
た
ち
か
ら
の
声
援
や
お
も
て

な
し
を
受
け
て
諦
め
ず
に
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
ラ
ン
ナ
ー
達
の
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
も
当
所
女
性
会
・
青

年
部
・
職
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
貴
重
品

預
か
り
・
コ
ー
ス
上
で
の
振
舞

い
・
駐
車
場
・
飛
び
賞
配
布
等
を

担
当
し
、
大
会
を
支
え
ま
し
た
。

　

そ
の
他
多
く
の
当
所
関
係
者
も

実
行
委
員
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
大
会
を
支
え
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

今年も多くの参拝者が訪れた

全国各地から多くのランナーが集まった

焼酎ふるまいやおみくじ福引きが行われた

コース上で振る舞いを楽しむランナー達

恒例の新春パフォーマンス

大
晦
日
年
越
し
イ
ベ
ン
ト
（
イ
ベ
ン
ト
促
進
部
会
）

　
　
　「
若
宮
神
社
で
年
越
し
初
詣
」

第
43
回
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
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一人でも労働者を雇用していれば、一人でも労働者を雇用していれば、
労働保険に加入する必要があります。労働保険に加入する必要があります。

「労災保険」とは、労働者が業務上の事由または通勤によって負傷した
り、病気にかかったり、あるいは不幸にも死亡された場合に被災労働者
や遺族の方に必要な給付が行われるものです。

労災保険

「雇用保険」とは、労働者が失業した場合等に生活の安定を図るととも
に、再就職を促進するために必要な給付が行われるものです。以下の条
件を満たす労働者は雇用保険の加入も義務付けられています。

雇用保険

・１週間の所定労働時間が20時間以上である。
・継続して31日以上雇用されることがみこまれる。

労働保険の加
入

手続きは

お済ですか！！

◎
ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
！

指
宿
税
務
署
で
は
、「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
」
と
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
」
を
利
用
し
た
「
ス
マ
ホ

申
告
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
ご
自
宅
等
か
ら
の
ス
マ

ホ
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
納
税
は
、
ご
指
定
の
金

融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
指
定

日
に
引
き
落
と
し
と
な
る
「
振
替

納
税
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
振

替
納
税
に
よ
る
振
替
日
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
申
告
相
談
会
場

　

２
月
16
日
㊊
か
ら
３
月
16
㊊
の

期
間
に
お
け
る
９
時
か
ら
16
時

ま
で
（
土
日
祝
日
を
除
く
。）
は
、

指
宿
税
務
署
内
に
申
告
相
談
会
場

を
設
け
て
い
ま
す
。
申
告
相
談
会

場
で
は
、
原
則
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
よ
る
申
告
を
行
い
ま
す
の

で
、
①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
②
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
③
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
パ
ス
ワ
ー
ド
２

種
（
数
字
４
桁
の
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
、
英
数
字
６
～
16
文

字
の
署
名
用
電
子
証
明
書
）、
④

税
務
署
か
ら
の
「
お
知
ら
せ
は
が

き
」
の
ほ
か
、
ご
自
身
の
申
告
に

必
要
な
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
相
談
会
場
で
は
、

「
入
場
整
理
券
」
を
配
付
し
て
お

り
ま
す
。
入
場
整
理
券
は
、
当
日

配
付
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら

の
事
前
予
約
が
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
会
場
（
指
宿
税
務
署
）

　

指
宿
市
大
牟
礼
５
丁
目
９
‐
１

☎
２
２
‐
２
５
４
８
（
代
）

◎
確
定
申
告
と
納
税
はお

早
め
に
！

令
和
７
年
分
の
確
定
申
告
と
納

税
の
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

…
２
月
16
日
㊊
～
３
月
16
日
㊊

▼
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

　

地
方
消
費
税

　

…
２
月
16
日
㊊
～
３
月
31
日
㊋

▼
贈
与
税

　

…
２
月
２
日
㊊
～
３
月
16
日
㊊

▼
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

…
４
月
23
日
㊍

▼
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

　

地
方
消
費
税

　

…
４
月
30
日
㊍

申告相談の
事前予約（LINE）は
こちらから！

国税庁HP
確定申告作成コーナー
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青年部

だより

Ｙ
Ｅ
Ｇ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
＆

菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
歓
迎
花
火

　イッシー共済から
　　おめでとうございます！
イッシ―共済（生命共済）からお祝い金を進呈させていただきました。

美
み

月
つき

ちゃん
Ｒ 7年 12月５日生まれ
㈱オーデン
大迫　隆典さんの子

瑛
ら

生
う

ちゃん
Ｒ７年７月 28日生まれ
㈱奈良
知田　八千代さんの子

大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
当

所
青
年
部
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

花
火
を
５
年
ぶ
り
に
実
施
し
ま
し

た
。当

日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

会
場
に
は
準
備
し
て
い
た
駐
車
場

が
満
車
に
な
る
ほ
ど
多
く
の
人
々

が
集
ま
り
ま
し
た
。

花
火
打
ち
上
げ
ま
で
の
待
ち
時

間
に
体
を
温
め
て
も
ら
お
う
と
、

豚
汁
と
協
賛
企
業
か
ら
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
焼
酎
の
ふ
る
ま
い
を

行
い
、
来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し

た
。来

場
者
と
共
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
を
行
い
、
カ
ウ
ン
ト
が
０
に
な

る
と
令
和
８
年
の
年
明
け
を
祝
い

指
宿
港
海
岸
か
ら
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

見
物
し
て
い
た
来
場
者
は
歓
喜

の
声
を
上
げ
、
多
く
の
人
々
を
魅

了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
10
日
（
土
）
に
は
、

菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
歓
迎
花
火
を
行

い
、
遠
く
か
ら
指
宿
に
訪
れ
た
ラ

ン
ナ
ー
達
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
花
火
事
業
に
は
、
多

く
の
事
業
所
等
か
ら
協
賛
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
賛
企
業
・
団
体
一
覧

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
び
す
と
ろ
て
ん
て
ん
・
指

宿
湊
建
設
㈱
・
㈲
神
山
造
園
・
㈱
中
園
久

太
郎
商
店
・
㈱
打
越
モ
ー
タ
ー
ス
・
㈲
折

吉
商
会
・
た
い
や
き
絲
や
・
㈲
御
菓
子
司

鳥
越
屋
・
旅
館 

月
見
荘
・
㈲
も
と
ま
る 

め

ん
処
小
牧
庵
・
Ｌ
ｉ
ａ 

ｂ
ｙ 

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
・
㈲
大
山
甚
七
商
店
・
摺
ヶ
浜
通
り

会
・
下
柳
田
タ
タ
ミ
店
・（
合
同
）
ｗ
ａ
ｃ

ｃ
ａ
・
吉
永
酒
造
㈲
・
㈱
て
ぞ
の
精
肉
店
・

㈲
岡
村
商
店
・
黒
豚
と
郷
土
料
理
青
葉
・
㈱

な
ん
き
ゅ
う
ド
ッ
ク
・
馬
場
畑
末
治
・
㈲
正

愛
整
骨
院
・
南
栄
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱
・
指
宿

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
㈱
・
㈲
産
業
衛
生
社
・

Ｃ
ａ
ｓ
ａ 

Ⅴ
ｅ
ｃ
ｃ
ｈ
ｉ
ｏ
・
す
ず
め
こ

ま
ち 

茶
々
・
井
上
産
業
㈱
・
家
族
温
泉
野

の
香
・
う
っ
か
り
八
兵
衛
・
南
風
・
㈱
や
ま

げ
・
㈱
中
央
温
泉
・
居
酒
屋
つ
か
さ
・
さ
つ

ま
味
・
㈲
協
進
建
設
・
㈱
指
宿
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
ホ
テ
ル
・
本
御
蔵
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
（
合
同
）・
㈱
新
日
本
科
学
・
い
ぶ
す
き

農
業
協
同
組
合
・
カ
ナ
ン
ガ
ス 

肥
後
水
産

㈲
・
指
宿
自
動
車
工
業
㈱
・
業
務
レ
ン
タ

カ
ー
鹿
児
島
指
宿
店
・
指
宿
酒
造
㈱
・
㈲
長

寿
庵
・
エ
デ
ィ
オ
ン
永
田
店
・
指
宿
海
上
ホ

テ
ル
㈱
・
旅
館 

白
波
荘
・
や
ど
松
風
・
住

友
生
命
指
宿
支
部
・
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ 

Ｂ

Ａ
Ｒ
・
肥
後
商
会
ガ
ス
設
備
㈲ 

ミ
ナ
ト
サ

ン
ナ
ナ
・
㈲
ハ
ー
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
・
㈲
丸
幸

水
産
・
は
ん
の
松
原
天
心
堂
・
㈱
堀
之
内
商

会
・
㈱
岩
野
建
設
・
旬
彩
あ
い
福
・
㈲
竹
﨑

電
設
・
中
川
緑
好
園
・
片
平
緑
化
園
・
㈱
ソ 

ル
ー
プ
・
㈱
吉
本
葬
祭
・
カ
ー
セ
ン
タ
ー
吹

留
・
シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
Ｄ
Ｏ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ｅ
・
㈱

指
宿
新
生
社
印
刷
・
㈱
吉
元
商
会
・
夫
婦

露
天
の
宿 

吟
松
・
い
ぶ
す
き
秀
水
園
・
集

処 

酒
楽
舎
・
串
屋
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
秋
元
自
動

車
・
㈲
大
蔵
堂
・
詫
摩
不
動
産
・
い
ぶ
す
き

ブ
ル
ワ
リ
ー
・
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ
・
㈱
尾

辻
建
設
・
総
合
保
険
代
理
店
㈱
ウ
イ
ン
ラ
イ

フ
・
林
山
水
産
・
㈲
和
田
水
道
・
ロ
ー
ソ
ン

指
宿
（
秋
元
店
・
十
二
町
店
・
湯
の
浜
四
丁

目
店
）・
㈱
福
尚
・（
公
社
）
指
宿
市
観
光
協

会
・
ス
ナ
ッ
ク
Ｊ
ｕ
Ｊ
ｕ
・
㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン

タ
リ
ー
ス
鹿
児
島
・
㈱
う
ち
だ
や

豚汁と焼酎が振舞われた

年明けと同時に指宿港海岸から打ち上げられた
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　日本史のトビラ

　　「改易された領地を取り戻した立花宗茂」

柳川城主の立花宗茂は、関ケ原合戦で西軍方に身を投じ、
領地を全て没収された。その後、宗茂は旧臣たちを熊本城
主の加藤清正に預け、わずかな供回りを連れて上方へ上り、
家康に御家再興を願った。だが、何年たっても良い返事を
もらえず、立花家臣のほとんどは、他家へと仕官してしまっ
た。

しかし宗茂は御家の再興を諦めず、徳川にアプローチし
続けた。さらに、余暇を利用して、弓術や禅の修行に励み、
連歌、茶道、香道、蹴鞠（けまり）にも磨きをかけた。慶長
11（１６０６）年夏、家康はようやく宗茂に江戸へ下るよう
命じた。

宗茂が将軍秀忠に拝謁すると、その場で幕府の旗本に任
じられ、５０００石を与えられたのである。つまり宗茂は、
徳川家に再就職することになったのである。秀忠は、智将
の宗茂を大いに気に入り、間もなく５０００石を加増し、
棚倉（福島県棚倉町）で１万石の大名に復活させてやった。
関ケ原合戦から足かけ６年の月日が過ぎていた。

以後は秀忠の身辺警護などを担い、さらに慶長 15
（１６１０）年までに領地は３万石に増えていった。大坂夏
の陣では将軍秀忠に近侍して参謀として活躍。そうした功
績もあって、元和６（１６２０）年に何と、旧領柳川に復帰
できたのである。石高は約 11 万石。３万石から一気に４倍
に増え、関ケ原以前と同じ規模になったのだ。

関ケ原合戦で改易された大名 88 家のうち、奪われた領
地を自力で回復し、しかも旧領に配置された人物は、立花
宗茂ただ一人だった。翌年２月、宗茂は 20 年ぶりに懐かし
き柳川城に入った。城は前任の田中氏によって大規模改修
されていたが、城下から眺める景色は昔のままだったはず。
きっと宗茂は感無量だっただろう。

晩年の宗茂は、３代将軍家光に慕われ、外出の際、家光
は老齢の宗茂にたびたび供を命じるほどだった。しかもそ
の智将ぶりを買われ、島原の乱が起こると、72 歳の高齢
だったが参謀として出陣している。そして４年後の寛永 19

（１６４２）年 11 月、宗茂は江戸において享年 76 歳の生涯
を閉じた。当時としては、大往生だった。

全ての領地を没収された宗茂が見事に旧領を取り戻せた
のは、やはり諦めなかったからだろう。宗茂が大名に復帰
するまで６年の歳月を要している。これは、全てをなくし
た宗茂にとって、非常に長い時間だっただろう。さらに旧
領に戻るまで 20 年を費やした。どんなに文武に秀で、立
派な人格者であっても、もし宗茂に粘り強さがなかったら、
決して旧領には復帰できなかったはずだ。ただひたすらに
耐えて待った宗茂、それゆえ、勝利の女神がほほ笑んだの
であろう。

歴史作家   河合　敦 

所報サービス

　毎月、鹿児島県よろず支援拠点による「経営よろず相談会」を実施いたします。
　売上アップやものづくり支援、商品パッケージのデザインなど、経営に関するあらゆる相談に専
門家が応じます。下記の日程にて行いますので、是非、ご利用ください。

『経営よろず相談会』

【日程（予定）】

【会　　　場】指宿商工会議所
お問合せ：指宿商工会議所 中小企業相談所 　TEL 0993-22-2473

詳細：鹿児島県よろず支援拠点（かごしま産業支援センター内） 　TEL 099-219-3740

（9：00～16：40）
3 月 26 日（木）

日本政策金融公庫による融資相談窓口開設中
　詳しくは、下記お問い合わせ先にお尋ねください。
【問い合わせ先】日本政策金融公庫　099-223-2221
　　　　 指宿商工会議所　　0993-22-2473

注）融資相談窓口は予約制です。
相談時間は概ね１時間程度です。
あらかじめ相談内容をお知らせく
ださい。

注）経営よろず相談会は予約制です。
相談時間は概ね１時間程度です。あら
かじめ相談内容をお知らせください。

無料
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編
集
後
記

11
日	

い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ

ン
表
彰
式

13
日	

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
研
修

14
日	

一
般
職
員
研
修

15
日	

一
般
職
員
研
修

　

〃	

柏
レ
イ
ソ
ル　

キ
ャ
ン
プ

歓
迎
・
激
励
式

　

〃	

建
設
部
会
例
会

　

〃	

交
通
金
融
諸
業
部
会
例
会

　

〃	

青
年
部
役
員
会

16
日	

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
伴
う
打

合
せ

19
日	
マ
ル
経
審
査
会

　

〃	

鹿
児
島
県
知
的
財
産
支
援

団
体
と
の
交
流
会

20
日	

県
連
経
理
担
当
職
員
研
修

　

〃	

社
会
保
険
研
修
会

　

〃	

工
業
部
会
例
会

２
月
の
主
要
行
事

○
三
役
会

○
部
会
・
委
員
会

〇
い
ぶ
す
き
春
の
グ
ル
メ
祭
り

■
12
月
■

22
日	
50
周
年
打
合
せ

23
日	

ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
会
計
ソ

フ
ト
研
修
会

〃	

菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
打
合
せ

〃	

駅
名
会
打
合
せ

24
日	

イ
ブ
の
夜
に
ス
キ
焼
き

〃	

指
宿
産
業
経
済
対
策
協
議
会

25
日	

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

26
日	

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
研
修

〃	

食
品
商
業
部
会
例
会

31
日	

若
宮
神
社
で
年
越
し
初
詣

■
１
月
■

１
日	

Ｙ
Ｅ
Ｇ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

花
火

５
日	

三
役
会

〃	

年
始
会

７
日	

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
研
修

８
日	

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
研
修

９
日	

鹿
児
島
商
工
会
議
所
年
始
会

〃	

菜
の
花
商
工
会
新
年
会

〃	

菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
駐
車
場

打
合
せ

10
日	

い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ

ン
大
会
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

〃	

菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
歓
迎
花

火

11
日	

第
43
回
い
ぶ
す
き
菜
の
花

マ
ラ
ソ
ン
大
会

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
当
所
は
、
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
い

ぶ
す
き
で
、
会
員
の
皆
様
に
関
す

る
情
報
を
随
時
、
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。

　
新
商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
、

事
業
所
と
し
て
地
域
貢
献
を
行
っ

た
な
ど
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
掲
載
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
紙
面
の
都
合
上
、
希
望
に

添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

連
絡
先 

☎
（
２
２
）
２
４
７
３

事 

務 

局 

日 

誌

■会員数（令和８年１月 20日現在）
個人事業所 474事業所
法人事業所 341事業所
合　計 815事業所

■事業資金　金利情報（令和８年１月 20日現在）
日本政策金融公庫　普通貸付 2．20％～4．70％
日本政策金融公庫　マル経資金 2．30％
県融資制度　中小企業振興資金 １．95％～2．55％

～
怒
り
の
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
ノ
ー
ト
～

　

10
月
に
大
分
県
に
あ
る
サ
ー
キ
ッ

ト
へ
初
の
レ
ー
ス
観
戦
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

場
外
駐
車
場
に
駐
車
し
た
の
に
も

関
わ
ら
ず
サ
ー
キ
ッ
ト
か
ら
は
、
け

た
た
ま
し
い
排
気
音
が
聞
こ
え
て
き

て
か
な
り
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま

し
た
。

　

友
人
が
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
所
属

し
て
い
る
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
い
た

の
で
す
が
、
最
初
の
コ
ー
ナ
ー
で
他

の
車
両
に
後
ろ
か
ら
押
さ
れ
て
ス
ピ

ン
し
て
し
ま
い
、
最
下
位
ま
で
転
落

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
は
、
怒
っ
て
い
る
の
か

と
思
う
ほ
ど
爆
音
の
排
気
音
を
響
か

せ
な
が
ら
追
い
上
げ
て
い
き
、
レ
ー

ス
が
終
わ
る
と
４
位
ま
で
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
戻
し
て
い
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
諦
め
ず
に
攻
め
る

気
持
ち
・
チ
ー
ム
戦
略
・
運
な
ど

様
々
な
要
素
が
嚙
み
合
っ
て
の
逆
転

だ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
う
ま
く

い
く
こ
と
が
あ
れ
ば
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
諦
め
ず
に
攻

め
る
姿
勢
は
見
習
い
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

爆
音
す
ぎ
て
耳
が
部
位
破
壊
さ
れ

ま
し
た
が
、
初
の
レ
ー
ス
観
戦
は
と

て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
を
見
た
帰
り
道
だ
か
ら
と

い
っ
て
調
子
に
乗
っ
た
運
転
を
し
な

い
様
に
心
が
け
て
帰
り
ま
し
た
。（
偉

い
）

会
報
担
当
　
西
川 

路

編
集
後
記

ＬＩＮＥの
登録について

　当所では、様々な情報をいち早く皆さまにお届けできるよ

うＬＩＮＥを活用した情報提供を行っていきます。会員の皆

さまには、是非この機会に登録をお願い申し上げます。

≪ＬＩＮＥ友達追加方法≫
　ＬＩＮＥアプリの友達追加画面より ID「７４４ｗｙｋｐｓ」で検索！

もしくは右記二次元コードを読み込み。
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指宿商工会議所会員事業者の皆さまへ 

 
 
 

指宿市共通商品券の加盟店になって、売上アップを図りませんか？ 
 
 
 
 
 
 
 ◎中小取扱店専用券(大型店では使用できません)  ◎全店共通券(加盟店全店で使用できます) 
 

 約 270 店舗が加盟する共通商品券は、市民の皆様の贈答用や各種イベント等でご利

用いただいており、令和 6 年度は 1,600 万円の取扱実績がありました。また、加盟店にな

りますと、不定期発行ですが当所が関与する“プレミアム付商品券”も取り扱えます。 
(令和7年度プレミアム商品券実績1億4千万円) 

◎加盟手続きについて 

 指宿商工会議所会員事業者の方が加盟できます。初回のみ加入金が 3,000 円掛かります。 
 なお、仕入等の事業資金の決済や法律で規制されるものなど商品券が取り扱えないものもあります。 
 手続きや詳細は、商工会議所までお問い合わせください。 
 
◎換金について 

①換金手数料   ２％ 

②換金期間    裏面記載の有効期限から１ヵ月後 

③現金換金の場合 

   毎月 5 日、15 日、25 日の 10 時～15 時 （当日が土・日・祝日の場合は、翌営業日になります） 

④振込の場合 

 平日の 10 時～16 時受付。手続き後３営業日以内にお振込み 

※鹿児島信用金庫指宿支店、南日本銀行指宿支店、鹿児島相互信用金庫指宿支店の同店振込は

振込手数料が掛かりません。 

※鹿児島銀行の店内、本支店間の振込は１６５円の振込手数料が掛かります。

「指宿市共通商品券」取扱店募集!! 

見本 見本 

※上記以外の金融機関についても振込手数料が掛かります。 

◎お問合せ・加盟店手続き 

 指宿商工会議所 〒891-0401 指宿市大牟礼１丁目１５番１３号 
             TEL(0993)２２２４７３ FAX(0993)24-3175 

指宿商工会議所会員事業者の皆さまへ 

 
 
 

指宿市共通商品券の加盟店になって、売上アップを図りませんか？ 
 
 
 
 
 
 
 ◎中小取扱店専用券(大型店では使用できません)  ◎全店共通券(加盟店全店で使用できます) 
 

 約 270 店舗が加盟する共通商品券は、市民の皆様の贈答用や各種イベント等でご利

用いただいており、令和 6 年度は 1,600 万円の取扱実績がありました。また、加盟店にな

りますと、不定期発行ですが当所が関与する“プレミアム付商品券”も取り扱えます。 
(令和7年度プレミアム商品券実績1億4千万円) 

◎加盟手続きについて 

 指宿商工会議所会員事業者の方が加盟できます。初回のみ加入金が 3,000 円掛かります。 
 なお、仕入等の事業資金の決済や法律で規制されるものなど商品券が取り扱えないものもあります。 
 手続きや詳細は、商工会議所までお問い合わせください。 
 
◎換金について 

①換金手数料   ２％ 

②換金期間    裏面記載の有効期限から１ヵ月後 

③現金換金の場合 

   毎月 5 日、15 日、25 日の 10 時～15 時 （当日が土・日・祝日の場合は、翌営業日になります） 

④振込の場合 

 平日の 10 時～16 時受付。手続き後３営業日以内にお振込み 

※鹿児島信用金庫指宿支店、南日本銀行指宿支店、鹿児島相互信用金庫指宿支店の同店振込は

振込手数料が掛かりません。 

※鹿児島銀行の店内、本支店間の振込は１６５円の振込手数料が掛かります。

「指宿市共通商品券」取扱店募集!! 

見本 見本 

※上記以外の金融機関についても振込手数料が掛かります。 

◎お問合せ・加盟店手続き 

 指宿商工会議所 〒891-0401 指宿市大牟礼１丁目１５番１３号 
             TEL(0993)２２２４７３ FAX(0993)24-3175 

　　　◎中小取扱店専用券(大型店では使用できません)　　　　　　　　　　◎全店共通券(加盟店全店で使用できます)

見 本 見 本
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